
山陰自然史研究，  No. 6, pp. 25 ⊖36, December 5, 20��

山陰自然史研究 (Natural History Research of San’in), No. 6， December 20�� © 鳥取県生物学会  The Biological Society of Tottori

 25

要旨 ― 2006 年 8 月から 20�0 年 2 月にかけて，鳥取大学構内（鳥取市）において鳥類相の調査を行っ

た。標識調査と目視による観察により，�5 目 38 科 �22 種が確認された。加えて，2008 年 6 月上旬から

200� 年 5 月上旬の � 年間，ラインセンサス法による定期調査を行い，鳥取大学構内における鳥類の季

節変動について検討した。全 22 回の定期調査中，ヒヨドリ，スズメ，キジバト，シジュウカラ等が高

頻度（�0％以上）に出現した。これらの種は構内を常に利用している種群と言える。ヤマガラは冬季に

確認された。渡りの時期にはエゾビタキ，センダイムシクイなどが確認され，構内が渡りの中継地とし

て利用されていると考えられた。鳥取大学構内の鳥類相は周辺環境と関係しており，多様な種群により

利用されていることが明らかになった。

キーワード ― 鳥類相，鳥取大学，都市緑地

Abstract — From August 2006 to February 2010, avifauna was censused in Tottori University (Tottori City) 
by banding and visual observation. As a result, 15 orders, 38 families, and 122 species were observed during 
the period. Seasonal change of birds in Tottori University were censused by line-census survey from June 
2008 to May 2009. Hypsipetes amaurotis, Passer montanus Streptopelia orientalis Parus major,etc. were fre-
quently observed (more than 20 times) during 22 censuses. It would appear that these species use the cam-
pus year around. Parus varius was recorded in winter. Phylloscopus tenellipes and Phylloscopus coronatus, etc. 
were seen in migrate season. This suggests that the campus provides a temporal refuge for them. Avifauna 
in Tottori University is affected by surrounding environments and various bird species use the campus.
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はじめに

　近年，人間と共存してきた生物が人間による急速な環
境変化に対応できずにすがたを消しつつある（一ノ瀬
����）。このようななか，都市における緑地は，人のため

の憩いの場としてだけでなく，多様な生物が生息できる自
然環境として重要性が高まってきている（前田 ���3）。
都市の緑地としては，社寺林などの小規模樹林地や公園な
どがあげられるが，大学キャンパスも市街地における緑地
として機能している場合がある。ある程度の面積があって
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敷地に植栽が施され，場所によっては二次林が残存する大
学キャンパスの鳥類相は，比較的よく調べられている。例
えば奈良教育大学の構内は庭園状で樹林に乏しく，水辺環
境がないことなどから，鳥類種数が少ないことが報告され
ている（川西 ���6）。逆に東京農業大学世田谷キャンパス
内は，300種以上の花木が植栽され緑豊かで，鳥類の越冬
地として機能していると報告されている（竹内ら 20�0）。
大学構内における鳥類相について検討することは，地域の
生物相の特徴や都市緑地が備えるべき環境要素の把握につ
ながる。
　鳥取大学鳥取キャンパス（以下，鳥取大学構内）は，
鳥取市街地北西部の鳥取市湖山町に位置する。周辺には
住宅地・農耕地のほか，池としては日本最大（面積約6.8 

図1．鳥取大学鳥取キャンパスの位置.
Fig. 1. Location of Tottori University.

㎞2）の湖山池がある。構内の面積は約50 haあり，植栽さ
れた並木や芝草地に加えて，二次林も残されている。移
動性が高い鳥類は，緑地を囲む環境の影響を受けやすい
（Morimotoら 2006）。鳥取大学構内と周辺には多様な環
境が存在し，特に湖山池という水辺環境が近くにあるた
め，鳥類にとって重要な生息地になる可能性がある。これ
までに鳥取大学構内における鳥類相の報告はされていな
い。そこで本研究では，鳥取大学構内における鳥類相の把
握と主要種の季節変動を明らかにすることを目的とした。

調査地と方法

　調査地を図�に示す。2006年8月-20�0年2月まで鳥取大学
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構内の二次林で鳥類の標識調査を行なった。標識調査は
�2-5月に集中的に行い，特に春の渡りの時期である3-4月に
は連日調査を行った。夏季は適宜行った。期間中に目視し
た種（鳴き声のみも含む）を加え，鳥類リストを作成した。
　主要種の季節変動は，2008年6月から200�年5月の�年間
定期的に調査を行った（以下，定期調査）。鳥取大学構内
において，植栽による並木，二次林，芝生など様々な環境
を含むように調査区間を選び，全長�300 mの調査ルート
を設定した。調査ルートは野球場，運動場などを除いた鳥
取大学構内のほぼ全域を網羅した。
　定期調査では，ラインセンサス法により出現した鳥類の
種名，個体数などを記録した。鳴き声により確認された
種も記録した。�300 mの調査ルートを25 mの区間に区切
り，�区間の観察時間は5分間とした。ルート上を前進し，
立ち止まりながら鳥類の観察を行った。調査は晴れか曇り
の風が強くない日の，日の出後2時間以内に行った。�調査
につき，3日間を使って，�300 mの調査を行った。6月か
ら�2月と3月から5月にかけては月の上旬と下旬の2回調査
を行い，�月と2月は中旬に�回のみ調査を行った。定期調
査外で観察された種は鳥類リストには入れたが，個体数変
動や出現頻度の解析には入れなかった。

結　　果

鳥取大学構内の鳥類相
　2006年8月-20�0年2月に鳥取大学構内で確認された種
は，標識調査，定期調査，調査外，あわせて�5目38科�22
種であった（表�）。標識調査のみで確認された種は，
コノハズク Otus scops，ノゴマ Luscinia calliope，コルリ 
Luscinia cyane，シロハラホオジロ Emberiza tristramiの4種
だった。外来種またはペット鳥類のカワラバト Columba 
livia，セキセイインコ Melopsittacus undulatus，ソウシ
チョウ Leiothrix luteaの3種も確認された。
2008年6月-200�年5月の定期調査期間中に確認された50種
について鳥取大学構内における鳥類の出現時期をもとに日
本鳥類目録2000（日本鳥類目録編集委員会2000）を参考
にして，渡り区分別に分類した（表2）。日本鳥類目録で
冬鳥と区分されていたハクセキレイ Motacilla albaは，鳥
取大学構内では夏に幼鳥を連れて行動している姿が確認
されたため，留鳥に区分した。繁殖時期に鳥取大学構内
に出現し，構内を繁殖に利用している種は夏鳥と定義し
た。この結果，ツバメ Hirundo rustica，コシアカツバメ 
Hirundo daurica，イワツバメ Delichon urbica，オオヨシ
キリ Acrocephalus arundinaceusは夏鳥に，渡りの時期にの
み一時的に観察されたヤブサメ Urosphena squameicepus，
ムシクイ類3種，ヒタキ類4種は旅鳥に区分された。定期調
査で確認された鳥類は，留鳥26種，冬鳥�2種，夏鳥4種，

旅鳥8種の8目23科50種であった。

主要種の季節変動
　定期調査の期間中に確認された鳥類のうち，調査外に確
認された種と上空通過のみであった水鳥を除いた3�種に関
して，調査回ごとの個体数変動と出現頻度をみた。3�種の
うち，調査時に上空を通過していた個体は，各区間で重複
して数える可能性が高かったため，計算から除外した。
その結果，�年間全22回の定期調査で記録された個体のう
ち，解析には5目20科3�種，2�82個体を用いた。
　全調査22回中の各種の出現頻度を表3に示す。留鳥の
うち，出現率�0％（出現回数20回）以上の高頻度で出現
した種は，ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis，スズメ Passer 
montanus，キジバト Streptopelia orientalis，シジュウカ
ラ Parus major，コゲラ Dendrocopos kizuki，カワラヒワ 
Carduelis sinica，メジロ Zosterops japonicaだった。ハシ
ボソガラス Corvus corone，ハクセキレイ Motacilla alba，
トビ Milvus migrans，モズ Lanius bucephalusなども5割
（出現回数��回）以上とよく出現した。イソヒヨドリ 
Monticola solitarius，カワセミ Alcedo atthis，トラツグミ 
Zoothera daumaは�-3回の出現であった。
　季節別に見ると，4-�月の期間，ツバメが連続して確
認された。5月と�0月を中心とした春・秋の渡り時期に
は，コサメビタキ Muscicapa dauurica，センダイムシク
イ Phylloscopus coronatus，メボソムシクイ Phylloscopus 
borealis，サメビタキ Muscicapa sibirica，エゾムシクイ
Phylloscopus borealoidesが出現した。�0月以降シロハラ 
Turdus pallidus，ツグミ Turdus naumanniなどの冬鳥が確
認されるようになった。冬鳥は�0月-5月上旬（渡りの時
期と越冬期）の調査�2回中に，シロハラ，ツグミ，シメ 
Coccothraustes coccothraustes，ジョウビタキ Phoenicurus 
auroreus，アオジ Emberiza spodocephalaが7-�2回と高頻度
で出現した。これらに次いで，ウソ Pyrrhula pyrrhula，
キクイタダキ Regulus regulus，ミヤマホオジロ Emberiza 
elegansが3，4回出現した。ウソは�月から3月にサクラの
芽を食べる姿が観察された。留鳥ではあるが，繁殖期に確
認されなかったヤマガラ Parus variusは，�月上旬と冬季
（�2-�月）に出現がみられた。
　�年間の鳥類個体数変動を図2に示す。鳥類の個体数は，
�月が最も少なく，�月上旬の調査では最小5�個体を記録し
た。その後，越冬期となる�2月下旬にかけて留鳥と冬鳥の
個体数が増加していき，�2月上旬には最大��2個体を記録
した。種数は�月下旬に最小�0種，4月上旬に最大2�種で
あった（表3）。
　個体数が多かった上位�0種は，ヒヨドリ（7�5個体：
24％），スズメ（5�8個体：�7％），ツバメ（277個体：
�％），キジバト（�65個体：6％），ツグミ（�48個体：
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表1．2006年8月から20�0年2月に鳥取大学構内で確認された鳥類.　 
Table 1. List of birds recorded in Tottori University from Aug. 2006 to Feb. 2010. 

△：上空を通過している姿が確認された種，◎：標識調査でのみ確認.　△：species recorded flying，◎：only recorded by banding survey 　
鳥取県内で初記録の種及び報告が少ない種については，Appendixを参照.　refer to Appendix : species that recorded for the first time in Tottori Pref．
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表2．鳥取大学構内の定期調査（2008年6月-200�年5月）で確認された鳥類の渡り区分.　 
Table 2. Migratory status of birds recorded in line censuses (Jun. 2008-May 2009).

RB＝留鳥resident breeder, MB=夏鳥migrant breeder, WV=冬鳥winter visitor, PV=旅鳥passage visitor
No.：表3の種番号 Species No. in Fig. 3
※：日本鳥類目録（日本鳥類目録編集員会2000）における渡り区分(本研究と異なる場合) Migratory status of CHECH-
LIST OF JAPANESE BIRDS（The Ornithological Society of Japan 2000）, if it is differrent from Tottori Univ.
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図2．鳥取大学構内における�年間の鳥類個体数変動（渡り区分別）.
Fig. 2. Seasonal change in the abundance of birds in Tottori University (Migratory status).　

図3．鳥取大学構内における�年間の鳥類個体数に占める各種の割合（上位�0種）.
Fig. 3. Relative abundance of species recorded in line censuses in Tottori University (one-year total).
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表3．鳥取大学構内の定期調査で確認された鳥類3�種の出現頻度.　 
Table 3. Frequency of bird occurrence recorded in line censuses in Tottori University.

※■：出現 recorded

5％），カワラヒワ（�43個体：5％），シジュウカラ（�3�
個体：4％），メジロ（�24個体：4％），シロハラ（�22個
体：4％），コゲラ（�2個体：3％）だった（表3, 図3）。
　個体数が多かったヒヨドリ，スズメ，ツバメ，キジバ
ト，ツグミ，シロハラの�年間の個体数変動を図4に示す。
ヒヨドリは，5-�月上旬に4-��個体と少なかったが， �月下
旬から急増し，��月下旬には最大個体数�00個体となった
（図4a）。スズメ，ツバメは春季から夏季にかけて，個体
数が増加した（図4b, c）。ツバメは7月下旬から�月下旬に
かけて個体数が減少し，�0月上旬になると，確認されなく

なった。スズメは8月下旬に最大個体数72個体を記録した
が，�月上旬には8個体と激減した。秋季-冬季には4-��個体
と少なかった。スズメとツバメの8月下旬から�月上旬にか
けての個体数減少は，同時期の全種個体数減少分の�割を
占め，鳥類全体の個体数減少につながった。
　キジバトは��月から個体数が増加し，�2月下旬から2
月にかけては20個体程度で安定していた（図4d）。ツグ
ミ，シロハラは�0月から確認されるようになり，5月には
見られなくなった（図4e, f）。特にツグミは�0月上旬から
�2月上旬にかけて急増し，その後減少した。その他，シ
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図4．鳥取大学構内の代表的な鳥類6種の個体群変動.
Fig. 4. Seasonal change in the abundance of the main 6 bird species in Tottori University.

ジュウカラは冬季（��月下旬-4月下旬）に，メジロは冬季
から春季（��月下旬-4月下旬）に個体数が増加した。カワ
ラヒワ，コゲラは季節による目立った個体数の増減は見ら
れなかった。

他大学における鳥類相との比較
　鳥取大学構内の鳥類相について，奈良教育大学（川西

���6），京都大学本部試験地（二村 ���4），都留文科大
学（西 2007），上越教育大学（生稲・中村 20�0）の鳥類
相と比較を行なった。各大学の調査方法および確認種数を
表4に示す。調査期間は奈良教育大学，上越教育大学の�年
間から京都大学での最長8年間まで幅があった。調査方法
は，京都大学を除いてラインセンサス法が主であった。
　確認された鳥類はそれぞれ，奈良教育大学30種，京都
大学57種，都留文科大学7�種，上越教育大学8�種（4種は
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表4．いくつかの大学キャンパスにおける鳥類種数と調査の概要.　 
Table 4. Outline of avifauna studies in some Japanese universities.

標識調査で確認），鳥取大学�22種（4種は標識調査で確
認）だった。5大学全てで確認された種は，留鳥ではアオ
サギ Ardea cinerea，キジバト，ヒヨドリ，スズメ，ムク
ドリ Sturnus cineraceus，ハシボソガラス，ハシブトガラ
ス Corvus macrorhynchosなど，夏鳥ではツバメ，冬鳥では
ジョウビタキ，ツグミなど計23種であった（表5）。他4大
学のうちのどこかで確認され，鳥取大学構内では確認され
なかった種は�6種で，カイツブリ Tachybaptus ruficollis，
バン Gallinula chloropusなどの水鳥，ヤマドリ Syrmaticus 
soemmerringii，アカショウビン Halcyon coromanda，コ
ガラ Parus montanusなど山地に生息する種，コジュケイ 
Bambusicola thoracicaやガビチョウ Garrulax canorusの外
来種だった。他大学では確認されず，鳥取大学でのみ確認
された種はウミネコ Larus crassirostrisやヒドリガモ Anas 
penelope，オナガガモ Anas acutaなどのカモ類，サメビタ
キ，エゾビタキ Muscicapa griseistictaなどの旅鳥等であっ
た。

考　察

　他大学の鳥類相と比較して，鳥取大学では最も多くの種
数が確認された。ラインセンサス法だけでなく，標識調
査，定期調査外の観察を行ったことが，確認種数増加の一
因ではあるが，鳥取大学が渡り鳥の多く通過する日本海側
（植田ら 200�）に位置していることが大きな要因である
と考えられる。日本海側に位置する上越教育大学の鳥類相
も鳥取大学と似るが，鳥取大学は上越教育大学よりも海岸

に近く，また，構内の緑地環境が多様で周囲にも多様な環
境要素が存在することが大きな要因である可能性がある。
例えば，鳥取大学では，ダイサギ Egretta albaやオナガガ
モ，ウミネコなどが上空を通過している姿や，ヒドリガモ
が芝草地で採餌している姿が確認された。湖山池の存在が
鳥取大学構内の鳥類種数増加に寄与している。
　本調査により，鳥取大学構内の鳥類は，ヒヨドリ，スズ
メ，キジバトなど構内をよく利用する種群，ヤマガラ，冬
鳥など越冬に利用する種群，エゾビタキ，センダイムシク
イなど渡りの中継地として利用する種群と多様な利用のさ
れ方をされていることが明らかになった。また，カワセ
ミ，オオヨシキリなども観察され，鳥取大学構内の鳥類相
は周辺環境との関係が深いことが推察された。
　ヒヨドリ，スズメ，キジバトなどは，市街地特有，また
は市街地から大小の樹林地まで普通にみられる種（加藤
2005）とされ，鳥取大学を含む各大学で確認された。緑地
の面積が広くなり，人間の利用から外れて低木や草本で覆
われる場所に出現するモズ，ウグイス Cettia diphone，ア
オジなど（加藤 2005）も5大学で確認され，下層植生が発
達した環境や林縁を好む種の生息場所として，大学キャン
パスが機能していることがわかる。
　個体数の季節変動について，ヒヨドリ，ツグミは，�0～
�2月頃個体数が増加する傾向にあったが，�～3月になると
減少し安定的だった。これは鳥取大学構内を渡りの中継地
として利用し別の場所に移動する個体と，構内に残り越冬
地として利用する個体がいるためと考えられる。都市緑地
は，その上空を渡るヒヨドリにとって一時的な滞在場所と

(    )標識調査でのみ確認 recorded by banding only

鳥取大学鳥取キャンパスの鳥類相と季節変動



村田麻理恵・中森純也・永松　大

山陰自然史研究 (Natural History Research of San’in), No. 6， December 20�� © 鳥取県生物学会  The Biological Society of Tottori

34   

キ，エゾビタキなどのヒタキ科やヒレンジャク Bombycilla 
japonica，メボソムシクイなどが一時的に出現した。東京
農業大学でも，旅鳥として区分されているセンダイムシ
クイやキビタキ Ficedula narcissinaなどが確認されており
（竹内ら 20�0），本研究とあわせ，都市緑地が渡りの中
継地として機能していることが示された。
　本研究により，鳥取大学構内は多くの鳥類によって利用
されていることが明らかになった。鳥取大学構内の鳥類
は，疎林性の種だけでなく，樹林性の種も多く観察され
た。今後，キャンパス内の二次林を破壊せず，保全するこ
とを期待したい。
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Appendix
　2006年8月から20�0年2月に鳥取大学構内で確認された種
のうち，鳥取県内で初記録，報告が少ない種（日本野鳥の
会鳥取県支部2003; 一澤・鶴崎 私信）について，以下に記
載する。
　種の配列は，日本鳥類目録2000（日本鳥類目録編集委員
会2000）に従った。確認者は全て中森純也，確認場所は鳥
取大学鳥取キャンパスである。

鳥取県内で初記録の種
アカハラダカ Accipiter soloensis （タカ目タカ科）（性
不明幼鳥観察�個体；2008.�0.�）　セキセイインコ 
Melopsittacus undulates （インコ目インコ科）（性不明
イエロータイプ観察�個体；2008.�.2-�0.�）

鳥取県内で報告が少ない種（平野での報告が少ない種も記
載）

チゴハヤブサ Falco subbuteo （タカ目ハヤブサ科）（性
不明幼鳥観察�個体；2007.�0.�6，性不明成鳥観察�個
体；2008.4.�，性不明幼鳥観察�個体；2008.�0.�）　ヤマ
シギ Scolopax rusticola （性不明観察�個体；2007.3.��，
性不明観察�個体；2 0 0 7 . 4 . 3，性不明観察�個体；
2008.3.�8，性不明観察�個体；2008.4.�）　オオコノハズ
ク Otus lempiji （フクロウ目フクロウ科）（性不明観察

�個体；2006.�0.5，性不明幼鳥捕獲�個体；2006.�0.5，
性不明成鳥捕獲�個体；2007.3.��，性不明幼鳥捕獲�
個体；2007.4.3，性不明幼鳥捕獲�個体；2007.4.�0，性
不明成鳥捕獲�個体；2007.4.�0，性不明幼鳥捕獲�個
体；2007.4.�7，性不明幼鳥捕獲�個体；2007.4.23，性不
明幼鳥捕獲�個体；2008.4.4，性不明幼鳥捕獲�個体；
2008.5.�4，性不明幼鳥捕獲�個体；2008.5.�5）　ヨタ
カ Caprimulgus indicus （ヨタカ目ヨタカ科）（♂観
察�個体；2008.�.�7）　ハリオアマツバメ Hirundapus 
caudacutus （アマツバメ目アマツバメ科）（性不明観
察2個体；2008.6.�0；ヒメアマツバメ�5個体・アマツ
バメ38個体との混群）　ヒメアマツバメ Apus af finis 

（アマツバメ目アマツバメ科）（性不明観察�5個体；
2008.6.�0；ハリオアマツバメ2個体・アマツバメ38個体
との混群）　ヤツガシラ Upupa epops （ブッポウソウ
目ヤツガシラ科）（性不明観察�個体；2008.3.25）　ア
カモズ Lanius cristatus （スズメ目モズ科）（♂成鳥観
察�個体；2006.6.�）　ミソサザイ Troglodytes troglodytes 

（スズメ目ミソサザイ科）（性不明幼鳥捕獲�個体；
2008.�2.8；200�.3.5同一個体再捕獲）　カラアカハラ 
Turdus hortulorum （スズメ目ツグミ科）（♂成鳥観察�個
体；2007.4.�5，♂第�回夏羽観察�個体；2007.4.��，♂第
�回夏羽観察�個体；2008.4.�4，♀第�回夏羽観察�個体；
2008.4.26）　シマセンニュウ Locustella ochotensis （ス
ズメ目ウグイス科）（性不明観察�個体；2008.6.�7；
2008年湖山池にて27個体捕獲）　シロハラホオジロ 
Emberiza tristrami （スズメ目ホオジロ科）（♂第�回
夏羽捕獲�個体；2008.4.28）　イスカ Loxia curvirostra 
（スズメ目アトリ科）（♂観察�個体・性不明観察3個
体；2007.4.�3；キレンジャク25個体との混群）　コイ
カル Eophona migratoria （スズメ目アトリ科）（♂
観察3個体・♀観察�個体；2008.5.�3）　ソウシチョウ 
Leiothrix lutea （スズメ目チメドリ科）（性不明観察3個
体；2008.5.�3）
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